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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
食
育
と
学
校
栄
養
教
諭
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育
は
、
心
身
の
成
長
及
び
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な

心
と
身
体
を
培
い
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
に
お
い
て
食
育
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

栄
養
教
諭
は
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
栄
養
の
指
導
及
び
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
者
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る
食
に
関

す
る
指
導
の
全
体
的
な
計
画
の
策
定
や
、
食
育
に
関
す
る
学
校
と
家
庭
及
び
地
域
と
の
連
携
等
に
お
い
て
、
中
核
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
栄
養
教
諭
の
都
道
府
県
別
の
数
は
、
平

成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
現
在
、
北
海
道
三
百
二
十
八
人
、
青
森
県
十
八
人
、
岩
手
県
四
十
三
人
、
宮
城
県
三
十
五
人
、
秋

田
県
十
五
人
、
山
形
県
十
七
人
、
福
島
県
二
十
八
人
、
茨
城
県
四
十
二
人
、
栃
木
県
三
十
四
人
、
群
馬
県
十
九
人
、
埼
玉
県

一



六
十
五
人
、
千
葉
県
二
十
三
人
、
東
京
都
十
六
人
、
神
奈
川
県
二
十
六
人
、
新
潟
県
七
十
三
人
、
富
山
県
十
人
、
石
川
県
三

十
人
、
福
井
県
三
十
二
人
、
山
梨
県
五
人
、
長
野
県
二
十
三
人
、
岐
阜
県
八
十
一
人
、
静
岡
県
五
人
、
愛
知
県
七
十
三
人
、

三
重
県
九
十
八
人
、
滋
賀
県
二
十
人
、
京
都
府
百
三
十
一
人
、
大
阪
府
二
百
七
十
人
、
兵
庫
県
三
百
十
二
人
、
奈
良
県
二
十

七
人
、
和
歌
山
県
十
人
、
鳥
取
県
十
一
人
、
島
根
県
四
十
九
人
、
岡
山
県
二
十
六
人
、
広
島
県
十
人
、
山
口
県
四
十
八
人
、

徳
島
県
二
十
五
人
、
香
川
県
四
十
一
人
、
愛
媛
県
七
十
七
人
、
高
知
県
二
十
三
人
、
福
岡
県
百
十
五
人
、
佐
賀
県
十
七
人
、

長
崎
県
五
十
一
人
、
熊
本
県
四
十
二
人
、
大
分
県
二
十
人
、
宮
崎
県
二
十
二
人
、
鹿
児
島
県
百
六
十
三
人
、
沖
縄
県
十
四
人

で
あ
る
。

北
海
道
、
京
都
府
、
兵
庫
県
及
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
希
望
す
る
学
校
栄
養
職
員
全
員
に
つ
い
て
、
栄
養
教
諭
へ
の

任
用
替
え
を
行
う
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
栄
養
教
諭
の
配
置
を
進
め
る
上
で
有

意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
栄
養
教

諭
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周
知
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
栄
養
教
諭
の
配
置
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
栄
養
教
諭
の
配
置
の
促
進
を
図
る
た
め
、
現
職
の
学
校
栄

二



養
職
員
が
栄
養
教
諭
の
免
許
状
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
要
す
る
経
費
や
、
栄
養
教
諭
を
中
核

と
し
た
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
の
取
組
を
支
援
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
公
立
義
務
教
育
諸
学

校
に
お
け
る
栄
養
教
諭
の
定
数
に
つ
い
て
、
四
十
七
人
の
定
数
改
善
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
栄
養
教
諭
の
配
置
を
促
し
て
ま
い
り
た

い
。

三


